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春
風
が
心
地
よ
い
頃
と
な
り
ま
し
た
が
ᵧ
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
ᵧ
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ᵾ
う
か
ᵨ
平
素
よ
り
ᵧ

地
域
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
ᵧ
関
係
各
位
に
は
当
法
人
の
事
業
に
対
し
ま
し
て
ᵧ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
ᵨ 

さ
て
ᵧ
昨
年
は
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
ᵻ
た
ᵧ
利
用
者
の
増
員
に
よ
る
作
業
・
活
動
室
の
確
保
及
び
利
用
者
工
賃
の
向
上
を

め
ざ
す
た
め
の
新
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ᵨ
最
初
は
ᵧ
利
用
者
も
新
た
な
施
設
と
環
境
に
戸
惑
い
も
あ
り
ま
し

た
が
ᵧ
今
で
は
新
た
に
取
り
組
み
始
め
た
バ
ᶌ
ム
ク
ᶌ
ヘ
ン
づ
く
り
に
喜
び
と
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
日
々
頑
張
ᵻ
て
い
ま

す
ᵨ
令
和
六
年
度
は
ᵧ
こ
の
新
た
な
施
設
を
み
な
さ
ま
に
見
に
来
て
い
た
だ
き
た
く
二
つ
の
こ
と
を
計
画
い
た
し
ま
す
ᵨ
一
つ

は
ᵭ
あ
ら
く
さ
秋
ま
つ
り
ᵮ
で
す
ᵨ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
四
年
間
ᵭ
あ
ら
く
さ
夏
ま
つ
り
ᵮ
を
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
ᵧ
こ
れ
ま

で
同
様
に
地
域
の
み
な
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
秋
ま
つ
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
ᵨ
二
つ
目
は
ᵧ
バ
ᶌ

ム
ク
ᶌ
ヘ
ン
を
は
じ
め
ᵧ
パ
ン
や
焼
き
菓
子
作
り
の
体
験
交
流
会
で
す
ᵨ
新
施
設
は
作
業
ス
ペ
ᶌ
ス
だ
け
で
は
な
く
ᵧ
設
備
も

充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
ᵨ
そ
の
施
設
や
設
備
を
私
た
ち
だ
け
で
は
な
く
ᵧ
地
域
の
み
な
さ
ま
に
も
活
用
し
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
ᵨ
こ
の
二
つ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
ᵧ
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
広
報
等
で
お
知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す

の
で
ᵧ
是
非
ᵧ
ご
参
加
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
ᵨ 

令
和
六
年
度
は
ᵧ
障
害
分
野
と
介
護
分
野
の
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
る
年
で
す
ᵨ
介
護
報
酬
は
全
体
で
プ
ラ
ス
一
ᶠ
五
九
％
ᵧ

障
害
福
祉
サ
ᶌ
ビ
ス
等
報
酬
は
全
体
で
プ
ラ
ス
一
ᶠ
一
二
％
の
改
定
と
な
ᵻ
て
い
ま
す
ᵨ
両
分
野
と
も
数
字
上
で
は
プ
ラ
ス
改

定
と
な
ᵻ
て
い
ま
す
が
ᵧ
そ
の
詳
細
を
知
り
愕
然
と
し
ま
し
た
ᵨ
事
業
運
営
を
支
え
る
基
本
報
酬
は
大
幅
に
減
額
さ
れ
る
事
業

が
多
々
あ
る
だ
け
で
は
な
く
ᵧ
今
ま
で
以
上
に
専
門
職
の
配
置
や
高
度
な
取
り
組
み
を
評
価
す
る
加
算
に
よ
る
成
果
主
義
が
よ

り
色
濃
く
な
り
ᵧ
本
来
ᵧ
一
番
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ᵧ
利
用
者
ニ
ᶌ
ズ
や
事
業
運
営
の
実
態
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
改

定
内
容
と
な
ᵻ
て
い
ま
す
ᵨ
私
た
ち
は
ᵧ
こ
の
行
き
過
ぎ
た
成
果
主
義
が
福
祉
・
介
護
人
材
不
足
を
よ
り
深
刻
化
せ
る
だ
け
で

は
な
く
ᵧ
公
的
責
任
で
あ
る
べ
き
社
会
保
障
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
後
退
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
ま

す
ᵨ
コ
ロ
ナ
禍
ᵧ
戦
争
等
に
よ
る
世
界
情
勢
が
よ
り
格
差
を
広
げ
て
い
る
中
ᵧ
物
価
高
騰
は
落
ち
着
く
ど
こ
ろ
か
ᵧ
天
井
が
見

え
な
い
状
況
に
多
く
の
人
た
ち
が
不
安
と
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
ᵨ
社
会
保
障
は
ᵧ
こ
う
い
ᵻ
た
不
安
や
苦
し
み

を
取
り
除
き
ᵧ
誰
も
が
ᵭ
生
き
る
ᵮ
こ
と
に
希
望
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ᵨ

そ
し
て
何
よ
り
も
ᵧ
社
会
保
障
は
命
ᵧ
人
権
を
守
る
も
の
で
あ
り
ᵧ
決
し
て
蔑
ろ
に
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
ᵨ
私
た
ち
は
ᵧ
そ

の
こ
と
を
大
切
し
な
が
ら
運
動
ᵧ
実
践
ᵧ
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
ᵨ 

厳
し
い
社
会
情
勢
は
続
き
ま
す
が
ᵧ
立
ち
止
ま
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
ᵨ
新
た
な
施
設
は
で
き
た
も
の
の
ᵧ
新
た
な
課
題

も
生
じ
て
き
て
い
ま
す
ᵨ
利
用
者
の
高
齢
化
を
は
じ
め
ᵧ
親
亡
き
後
の
生
活
な
ど
ᵧ
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
ᵧ
そ
し
て
ᵧ

ᵭ
あ
ら
く
さ
ᶝ
生
活
介
護
事
業
所

ᵮðᵭ
に
じ
色
ホ
ᶌ
ム
ᶝ
グ
ル
ᶌ
プ
ホ
ᶌ
ム

ᵮð
等
ᵧ
施
設
の
老
朽
化
や
利
用
者
の
状
況
の
変

化
に
よ
り
ᵧ
大
規
模
な
修
繕
や
改
修
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
検
討
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ᵨ
制
度
改
悪
や
人
材
不
足
が

中
山
間
地
域
に
お
け
る
事
業
運
営
を
益
々
厳
し
く
し
て
い
る
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
ᵧ
役
職
員
が
一
丸
と
な
り
ᵧ
地
域
福
祉
の

発
展
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
ᵨ
ど
う
か
ᵧ
今
後
と
も
当
法
人
に
対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
ᵨ 

新

年

度

を

迎

え

て 
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新施設のテラスより 
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（2） 

障害者差別解消法が変わります  

 多くの人が障害のある人への差別や偏見があり続けると感じる社会から、障害の有無に関わらず、誰もが安心して暮ら

せる社会を目指さなければなりません。そのためにも、この「障害者差別解消法」を多くの人に広め、社会に働きかける

必要があると思います。 

誰もが安心して暮らせるために・・・ 

（担当 原田） 

合理的配慮の提供とは？ 

障害者差別解消法は、平成２８年４月に施行されました。この法律では障害の有無に関わらず、誰もが安心して暮らす

ことが出来る社会の実現をめざし、障害を理由とする不当な差別的取り扱いを禁止し、合理的配慮の提供が行政機関や民

間事業者に対し求められることになりました。 

 合理的配慮は、日常生活・社会生活において提

供されている設備やサービス等を、障害の程度に

関係なく個々の要望や状態に応じて配慮がなされ

ることを指します。 

 ただし、合理的配慮の提供は、「必要とされる範

囲内で本業の業務に付随するもの」、「障害のない

人と同等の参加の機会の提供を受けるためのも

の」などの留意事項が設けられています。 

障害者差別解消法って？ 

『障害者に関する世論調査（令和5 年2 月に内閣府から公表）』の結果、『障害を理由にした差別があると思うか』とい

う問に、『あると思う・ある程度あると思う』と回答した人は全体の9 割になりました。また、『今から5 年前と比べて、

障害のある人に対する差別や偏見は改善されたと思うか』という問に対しても、『改善されていないと思う』と回答した人

が4 割を超え、障害のある人への差別や偏見は、今でも根強く残っていることが浮きぼりとなりました。 

未だ根強く残る差別・偏見 

 
行政機関等 事業者 

不当な差別的 

取り扱い 禁止 禁止 

合理的配慮の 

提供 
義務 努力義務 

⇒義務 
 

令和 6 年 4 月 1 日からの変更点は・・・ 

 これまで、不当な差別的扱いの禁止については、行政

機関だけではなく民間事業者も禁止されていました。一

方、合理的配慮の提供については、行政機関は義務、民

間事業者はその負担も考慮され努力義務となっていまし

たが、令和6 年4 月からは義務となりました。 

 

条件は同じですが、要望を満

たすことができない人がいる 

それぞれの状態に応じて、配慮する

ことで要望を満たすことができる。 
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能登半島地震では、避難所が４３３ヵ所開設され、３月

１９日の時点で9,082 もの人が、避難生活を続けている

と内閣府から発表がありました。避難所では、段ボール

のベットと仕切り、屋内インスタントハウスを設置する

などの、プライバシーへの配慮について過去の災害から

改善が図られた一面はありました。しかし障害のある人

に対しては、周囲からの理解が得られない状況が未だあ

り、他の避難者とのトラブルで、危険な自宅に帰らざる

を得ないケースもありました。また入所施設やグループ

ホームでは、環境の変化に対応しにくく不安定になる人

が多くいるという理由から、危険性が非常に高く支援が

困難だったとしても、今までと同じ場所に居続けること

を決断せざるを得ない事業所もありました。そしてこの地震では、発生後に福祉避難所の開設が進まなかったことが明ら

かとなりました。福祉避難所に指定された建物の倒壊や被災した支援者も多く、障害のある人への支援までは行えない、

人手不足が大きな要因となりました。そのため、福祉避難所の開設は、被害が大きかった石川県の 7 市町では、計画上

の２割強にとどまり、奥能登の４市町では、指定された４１ヵ所の内、開設できたのが９ヵ所にとどまったという結果に

なりました。 

１９９５年の阪神淡路大震災で必要性が指摘され、東日本大震災以降、市町の指示で福祉避難所が開設できるようにな

り、平時から避難への支援が必要な人を把握するための、個別避難計画の作成が市町の努力義務とされてきました。しか

し、今回のような大規模な自然災害では、それらが充分に機能を果たすことが難しいことも浮き彫りとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（３） 

能登半島地震で起きたこと 

災害があっても、誰もが安心して暮らせる為に 

令和6 年１月１日午後４時１０分頃、石川県能登地方を震源とする最

大震度７の地震が発生しました。この地震により家屋やビルの倒壊、火

災の発生等があり多くの方が被害にあわれました。全・半壊の家屋は、

18,761 棟、死傷者は 1,781 人にのぼると言われています。そして、

地面の液状化現象によって交通が寸断され、孤立する集落が数多くあり

ました。その中でも、高齢化率が 50％を超えている地域もあり、被災

した倒壊の危険性の高い家屋の中で、高齢者が救助を待たざるを得ない

状況もありました。さらに水などのライフラインが長期間途絶えてしま

い、命の維持の危機や災害の関連で尊い命が亡くなってしまうという事

態も連日のように報じられてきました。誰も予期できない自然災害の恐

ろしさを目の当たりにしました。 

元旦に一瞬で日常がこわれた 

想定を超えた災害が起きた時 

障害のある人は、普段から日課の変更や環境の変化に対応できずパニック状態になってしまう人や、情報を理解する

こと、言葉でのコミュニケーションが難しく要求を訴えることが困難な人など、状態や難しさも様々です。そのため、

障害のある人の被災率やその後の災害関連死は、障害のない人に比べると2 倍以上になるとも言われています。このよ

うな状況を少しでも改善するためには、それぞれが必要としている支援を受けられる配慮が必要不可欠だと言えます。 

過去の大災害の教訓から、福祉避難所や個別避難計画整備など様々な改善が図られてきました。しかしこの度の地震

では、新たに今まででは想定することが難しかった数多くの課題が明らかになったのではないかと思います。 

障害の有無に関わらず、被災した際には平常時以上に配慮が必要になってきます。災害はいつどこで起こるか予測は

難しく、誰でも被災してしまう可能性があるものです。だからこそ、有事の時でも様々な支援を提供できる体制作りは

重要なことだと言えます。私たちは、誰もが安心して暮らすことができる社会をめざして、障害のある人の要求や実態

を多くの人に伝えていく必要があるのだと思います。 
（担当 秋山） 
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いただいた食材は給食等に使わせていただきました。ありがとうございました。 
記載もれがありましたら、どうかお許しください。 

（順不同） ボランティア 

真田マツ子様 藤原靖栄様 農事組合法人宇賀様 宇賀みちくさの里様 高橋信子様 明城勇様 岡田竹子様 
 

（2024 年１月1 日～2024 年3 月31 日まで） 

野菜・食品・物品等のご寄付 （順不同） 

平森國子様 あらくさ家族会様 

金一封ご寄付 （順不同）   

貞森裕子様 
 

皆様よろしくお願いします。 

 — 新しい仲間を紹介します — 

 

下志
げ し

 華稟
か り ん

さん（りんどう班） 

みんなと一緒に楽しいことを沢
山したいです。これからがんば
ります！！ 

よろしくお願いします。 

☆職員募集！！☆ 
社会福祉法人あらくさでは、職員として、障害のある方と共に働き、暮らしを支えてくださ

る方を募集しています。詳細はお問い合わせください。事業所の見学もできます。 

●募集内容・・・常勤職員、非常勤職員、送迎車運転手  若干名        

●応募・お問い合わせ電話番号・・・・社会福祉法人あらくさ：（0847）67-5051 

（担当：国岡） 

☆あらくさ秋まつり開催予定！！☆ 
 4 年振りにあらくさでのお祭りを開催します‼！今年からは秋に開催する予定にしています。

沢山の地域の皆様に、新施設をご覧いただき、楽しんでいただけるような内容を只今検討して

います。日時等の詳細が決まり次第お知らせします。ぜひお越しください。 

 

奥本
おくもと

 瑞
みず

恵
え

さん（たんぽぽ班） 

パンやお菓子づくりが楽しいので、 

これから頑張っていきたいと思います。 

よろしくお願いします。 


